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転
び
踏
み
台
」
の
現
寸
図

作
成
、
部
材
の
木
削
り
、

墨
付
け
、
加
工
仕
上
げ
、

組
み
立
て
ま
で
を
６
時
間

　

人
生
１
０

０
年
時
代
と

言
わ
れ
て
い

る
昨
今
、
終

活
や
生
前
贈

与
の
話
題
を

よ
く
耳
に
す

る
。

　

生
前
に
財
産
を
贈
与

し
て
お
け
ば
、
相
続
時

の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
他
、

相
続
時
精
算
課
税
に
よ

る
贈
与
の
場
合
、
多
額

の
贈
与
を
し
て
も
贈
与

税
額
が
抑
え
ら
れ
る
場

合
も
あ
る
。

　

長
年
続
く
低
金
利
、

コ
ン
ビ
ニ
支
払
の
普
及

な
ど
で
銀
行
離
れ
が
進

ん
で
い
る
。
便
利
な
世

の
中
に
な
っ
て
い
る
が
、

コ
ン
ビ
ニ
が
無
い
地
域

で
は
特
に
、
昔
な
が
ら

の
金
融
機
関
と
の
関
係

も
捨
て
た
も
の
で
は
な

い
。
時
に
相
続
と
も
な

る
と
、
銀
行
と
は
切
っ

て
も
切
れ
な
い
関
係
に

あ
る
。

　

銀
行
離
れ
が
進
ん
で

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
銀
行
に
接
点
を
持

ち
に
行
く
こ
と
が
必
要

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

歳
を
重
ね
る
ご
と
に

役
職
を
譲
る
な
ど
、
引

き
ぎ
わ
を
考
え
悩
む
こ

と
も
増
え
た
。
ま
ず
は

健
康
で
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
、
日
々
の
生
活
か

ら
喜
び
や
悲
し
み
も
感

じ
つ
つ
も
、
元
気
な
う

ち
に
、
将
来
の
こ
と
も

考
え
て
過
ご
し
て
い
き

た
い
も
の
だ
。
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体
感
で
き
た
こ
と
が
収
穫

来
年
の
大
会
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
う

　
【
技
術
対
策
部
】全
建
総
連
第
38
回
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
が
、
９
月
17
日
か
ら
の
３
日
間
（
競

技
日
：
９
月
18
日
）、群
馬
県
高
崎
市
の「
G
メ
ッ

セ
群
馬
」
で
開
催
さ
れ
、
建
労
岡
山
か
ら
は
宮
本

和
明
選
手
（
新
見
支
部
・
34
歳
）
が
全
国
大
会
に

挑
み
ま
し
た
。

未加入者に声かけを

９〜11月は秋の組織拡大月間

　

来
年
度
の
全
国
大
会
は

９
月
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で

開
催
さ
れ
、
全
国
大
会
に

先
立
ち
県
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
青
年
大
工

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

宮
本
選
手
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

10
月
１
日
、
建

労
岡
山
副
執
行
委

員
長
の
藤
原
秀
樹

さ
ん
が
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
（
享
年

62
歳
）。

　

藤
原
副
執
行
委

員
長
は
平
成
21
年

に
本
部
教
宣
副
部

　

こ
の
大
会
は
、
36
歳
以

下
の
青
年
大
工
が
木
造
住

宅
建
築
の
技
術
を
駆
使
し

て
、
課
題
で
あ
る
「
四
方

の
競
技
時
間
内
に
行
い
、

そ
の
出
来
栄
え
を
競
う

も
の
で
す
。

　

大
会
期
間
中
は
台
風

14
号
が
史
上
最
強
ク
ラ

ス
の
勢
力
で
日
本
列
島

に
上
陸
す
る
あ
い
に
く

の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
全
国
30
県
連
・
組

合
か
ら
県
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
56
人
の
選
手
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

初
の
全
国
大
会
出

場
と
な
る
宮
本
選
手
は
、

独
特
な
会
場
の
雰
囲
気

と
県
大
会
ま
で
と
は
勝

手
が
異
な
る
作
業
環
境

に
も
関
わ
ら
ず
競
技
に

取
り
組
み
、
上
位
入
賞

は
逃
し
た
も
の
の
見
事

課
題
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
た
宮
本

選
手
は
、「
全
国
大
会
の

雰
囲
気
を
体
感
で
き
た

こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫

と
な
っ
た
。
全
国
の
仲

間
と
も
練
習
方
法
に
つ

い
て
情
報
交
換
す
る
こ

と
も
で
き
、
上
位
入
賞

す
る
に
は
も
っ
と
早
い

時
期
か
ら
練
習
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
」
と
語
り
、
さ
っ
そ

く
リ
ベ
ン
ジ
に
向
け
て

来
年
の
大
会
を
見
据
え

て
い
ま
し
た
。

長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の

後
、賃
金
対
策
副
部
長
、

賃
金
対
策
部
長
を
歴
任

し
、
平
成
27
年
に
副
執

行
委
員
長
に
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

就
任
中
は
全
建
総
連

の
中
央
執
行
委
員
も
務

め
る
な
ど
、
長
き
に
わ

た
り
組
合
運
動
に
ご
尽

力
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

全国青年
技能競技大会

　
【
組
織
対
策
部
】諸
要

求
の
実
現
に
向
け
て
組

織
拡
大
は
欠
か
す
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
脱
退

者
等
も
考
慮
す
る
と
常

に
新
た
な
仲
間
の
加
入

が
必
要
で
す
。

　
｜ 

訃  

報 

｜

藤
原
副
委
員
長
ご
逝
去

　

組
合
で
は
令
和
４
年
度

の
年
間
加
入
目
標
を
、
全

支
部
合
計
８
２
９
人
（
４

月
１
日
現
在
の
組
織
人
数

１
１
，８
５
０
人
の
７
％
）

と
し
て
組
織
拡
大
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

９
月
末
時
点
の
新
加
入

者
数
は
５
２
５
人
で
、
残

り
半
年
間
で
年
間
目
標
を

達
成
す
べ
く
、
９
月
～
11

月
の
３
ヶ
月
間
を
『
秋
の

組
織
拡
大
月
間
』
と
し
て

仲
間
を
増
や
す
運
動
の
強

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

津
山
支
部
で
は
９
月
20

日
に
組
織
対
策
部
長
と
支

部
役
員
で
建
設
現
場
14
ヶ

所
を
巡
回
し
、
組
合
加
入

へ
の
勧
誘
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
加
入
者
の
加
入

動
機
は
大
多
数
が

「
仲
間
か
ら
の
紹
介
」

で
あ
り
、
組
織
拡
大

に
は
組
合
員
み
な
さ

ん
一
人
一
人
の
声
掛

け
が
重
要
で
す
。
現

場
等
で
組
合
未
加
入

者
が
い
た
場
合
は
、

ぜ
ひ
組
合
加
入
を
勧

め
ま
し
ょ
う
。

組合をPR

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
む
宮
本
選
手

会
場
全
体
の
様
子

全建総連表彰時の藤原副委員長

保険料・組合費
毎月15日は
� 引落し日です
※口座残高の確認をお願いします



岡山県建設労働組合機関紙 第 814 号　　　　（2）2022年（令和４年）11月 1日

第178章

次こそ入賞目指す
磨いた技術を全国で

　
【
青
年
部　

宮
本
和

明（
34
歳
・
新
見
）】
大

工
を
始
め
て
７
年
目
。

前
職
は
全
く
畑
違
い
の

仕
事
だ
っ
た
の
で
、
当

初
材
料
や
道
具
を
覚
え

る
の
も
大
変
で
し
た
。

そ
ん
な
中
訓
練
校
の
話

を
聞
き
、
自
分
に
う
っ

て
つ
け
の
環
境
だ
と
思

っ
て
参
加
し
た
と
こ
ろ
、

同
世
代
の
様
々
な
境
遇
の

仲
間
と
出
会
え
、
そ
こ
で

の
技
術
の
研
鑽
は
良
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
技
を
磨
く
た

め
に
技
能
講
習
を
受
講
し
、

昨
年
か
ら
は
青
年
技
能
競

技
大
会
に
も
出
場
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
２
年

目
と
な
る
今
年
は
全
国
大

会
へ
の
出
場
が
叶
い
ま
し

た
。
日
々
の
仕
事
を
こ
な

し
な
が
ら
大
会
に
向
け
た

練
習
を
す
る
の
は
大
変
で

し
た
が
、
必
ず
自
分
の
糧

に
な
る
と
信
じ
て
頑
張
れ

た
の
で
す
。

　

技
能
競
技
大
会
へ
の
参

加
は
来
年
で
最
後
に
な
る

の
で
、
次
こ
そ
は
入
賞
で

き
る
よ
う
全
力
で
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

小型移動式クレーン運転技能講習
（走行とクレーン操作が可能なクレーンの中で、
つり上げ荷重１t以上５t未満の移動式クレーン）
【開 催 日】�学科：令和５年１月７日㈯・８日㈰�

実技：令和５年１月15日㈰
【開催場所】�㈱PEO建機教習センタ�

岡山教習所（倉敷市三田274-1)
【受講対象】18歳以上の組合員
【受 講 料】⃝�20Ｈコース（免除資格なし）

44,000円
⃝�16Ｈコース（免除資格あり）�
40,000円�
※いずれも税込。テキスト代含む。

【定　　員】16人（定員になり次第締め切り）
【申込締切】令和４年12月９日㈮
※�詳細については所属支部で確認してください。

技能講習受講者募集
公共工事や大手建設事業者の建設現場におい
て技能士資格を有する技能労働者が求められ
ています。技能士は仕事確保にも十分役立つ
資格です。
【募集職種】�左官（６人）�

建築板金（６人）�
畳製作（３人）

【講習期間】�令和５年１月より�
（月１回、計６回を予定）

【講習内容】技能検定１級、２級（実技）
【受 講 料】�組 合 員：20,000円（税込）�

組合員外：40,000円（税込）
【申込締切】令和４年12月23日（金）
　※詳細は所属支部まで

期
限
は
令
和
６
年
３
月
末

過
去
の
経
歴
証
明
忘
れ
ず
に

　

建
設
業
界
団
体
と
国
が

連
携
の
も
と
官
民
一
体
で

普
及
を
推
進
し
て
い
る
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
、
今
年
８
月
末

時
点
で
技
能
者
登
録
数
が

累
計
97
万
２
千
人
を
超
え

ま
し
た
。

　

技
能
者
の
保
有
す
る
資

格
や
経
験
、
知
識
を
可
視

化
し
、
客
観
的
に
把
握
す

る
こ
と
で
処
遇
改
善
に
有

利
と
な
る
能
力
評
価
制
度

は
、
こ
の
先
技
能
者
登
録

と
同
時
申
請
が
可
能
と
な

る
よ
う
シ
ス
テ
ム
改
修
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
対
応

す
る
事
業
者
及
び
技
能
者

の
負
担
軽
減
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

CCUS能力評価

　

こ
の
能
力
評
価
に
つ

い
て
は
、
全
建
総
連
含

む
全
38
分
野
の
能
力
評

価
実
施
団
体
が
申
請
を

受
け
付
け
て
お
り
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
蓄
積
・
登
録

さ
れ
て
い
る
就
業
日
数
、

保
有
資
格
、
職
長
・
班

長
と
し
て
の
就
業
日
数

と
い
っ
た
経
歴
を
４
段

階
に
評
価
し
ま
す
。
こ

の
う
ち
「
就
業
日
数
」

と
「
職
長
・
班
長
と
し

て
の
就
業
日
数
」に
は
、

経
過
的
措
置
と
し
て
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
利
用
開
始
前
の

期
間
も
評
価
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

但
し
、
令
和
６
年
３

月
末
ま
で
の
提
出
分
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
歴

を
無
駄
に
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
忘
れ
ず
に

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

経歴証明経歴証明 システム利用

資格取得・講習受講

従事開始

経歴を評価 システムに蓄積された経験

 経歴証明の提出可能期間
（起算日は資格の取得年月日等）

CCUS本運用開始
H31. 4.1～ R6. 3.31～

【CCUS経歴証明の流れ】

能力評価

経歴証明経歴証明 システム利用

資格取得・講習受講

経歴を評価 システムに蓄積された経験

能力評価

×× システム利用

資格取得・講習受講

過去の経歴を評価できない過去の経歴を評価できない システムに蓄積された経験システムに蓄積された経験

能力評価

割
引
率
17
・
５
％
に
拡
大

成
約
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

西
日
本
自
動
車
共
済

（
西
自
共
）
が
「
自
動
車

共
済
新
規
ご
成
約
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
11
月
30
日
ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、
新
規
ま
た
は

他
社
か
ら
の
乗
入
で
加
入

さ
れ
た
方
に
「
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ギ
フ

ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま

た
抽
選
で
１
人
の
方
に
カ

タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
（
１
万
円

相
当
）
が
当
た
り
ま
す
。

　

西
自
共
は
組
合
員
本
人

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
配
偶

者
、
同
居
親
族
、
別
居
の

扶
養
親
族
が
主
に
乗
る
車

に
も
団
体
割
引
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
割
引
率
が
令
和

４
年
10
月
１
日
保
険
始
期

分
か
ら
は
15
％
か
ら
17
・

５
％
へ
拡
大
さ
れ
、
保
険

料
が
割
安
と
な
る
の
で
組

合
員
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。

　

な
お
、
契
約
手
続
き
は

専
業
代
理
所
「
合
同
会
社

Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
へ

委
託
し
て
い
ま
す
。
ま
ず

は
所
属
支
部
、
名
前
・
連

絡
先
を
伝
え
、
現
在
加
入

し
て
い
る
保
険
会
社
の
保

険
証
券
や
車
検
証
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
等
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

合同会社SKプランニング
【住　所】
　�岡山市北区奥田南町�
5-14武田ビル1F

【ＴＥＬ】086-232-0066
【ＦＡＸ】086-232-0067

西自共西自共

　
【
賃
金
対
策
部
】10
月
７

日
、
全
建
総
連
よ
り
小
林

正
和
技
術
対
策
部
長
を
講

師
に
招
き「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ（
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
）
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

都
市
部
の
野
丁
場
で
の

登
録
が
先
行
し
て
い

る
が
、
今
後
は
地
方

の
町
場
で
も
登
録
推

進
が
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
る
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
技
能
者
登
録
後

に
能
力
評
価
を
行
い
、
色

付
き
の
カ
ー
ド
を
取
得

し
た
技
能
者
の
割
合
が

６
・
６
％
と
低
調
な
状

況
を
鑑
み
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

カ
ー
ド
取
得
後
の
能
力

評
価
の
活
用
に
つ
い
て

も
呼
び
か
け
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
場
で
の
登
録
は
未

だ
低
調
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
一
部
公
共

工
事
に
お
い
て
は
Ｃ
Ｃ

CCUS説明会を開催
まずは事業者・技能者登録を

Ｕ
Ｓ
登
録
が
経
営
審
査

に
お
け
る
加
点
項
目
と

な
っ
て
い
る
都
道
府
県

も
あ
り
、
今
後
は
公
共

工
事
か
ら
大
手
ハ
ウ
ス

メ
ー
カ
ー
、
最
終
的
に

は
町
場
へ
の
普
及
と
の

流
れ
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

日
々
変
化
す
る
建
設

業
の
実
情
を
理
解
し
、

将
来
を
見
据
え
て
ま
ず

は
事
業
者
・
技
能
者
登

録
か
ら
検
討
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

講師の小林技術対策部長

真
剣
に
学
ぶ
参
加
者
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青年部が街をきれいに
２年連続参加で地域に貢献

　
【
井
原
支
部
】８
月
21
日
、

井
原
支
部
青
年
部
は
地
域

の
ゴ
ミ
拾
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
に
続
き
２
度

　
【
玉
野
支
部
】９
月
24
日

市
立
荘
内
小
学
校
主
催
の

職
業
体
験
に
協
力
企
業
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

インフルエンザ予防接種補助
〈申請受付は令和５年２月28日まで〉
【接種対象期間】
　令和４年10月１日～令和５年１月31日
【対 象 者】
　建設国保の被保険者（組合員とその家族）
【補助金額】
　1,500円（1,500円未満は実費分）
【必要書類】
　�下記の①～⑥の全てが明記された領収証（原本）、
印鑑
　①接種年月日　　②医療機関名　③領収印
　④接種者の氏名　⑤接種費用額
　⑥「インフルエンザ（予防接種）の表記」
　※�詳細は所属支部にて確認の上、手続きを行って
ください

　

政
府
は
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
コ
ロ

ナ
の
新
た
な
段
階
へ
の
移

行
に
向
け
、
９
月
26
日
以

降
新
規
感
染
者
に
つ
い
て

全
数
届
出
の
見
直
し
を
全

国
一
律
で
適
用
す
る
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
発
生
届
の
対
象

者
は
①
65
歳

以
上
の
方
②

入
院
を
要
す

る
方
③
重
症

化
リ
ス
ク
が

あ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
治
療

薬
の
投
与
が

必
要
な
方
ま

た
は
、
重
症

化
リ
ス
ク
が

あ
り
か
つ
、

新
型
コ
ロ
ナ

罹
患
に
よ
り

新
た
に
酸
素

投
与
が
必
要

目
の
参
加
と
な
り
、
青
年

部
８
人
が
協
力
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

昨
年
同
様
に
今
年
も
あ

ま
り
ゴ
ミ
が
落
ち
て
お
ら

ず
、
想
像
以
上
の
綺
麗
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
地
域
の

方
が
普
段
か
ら
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
が

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
な

意
識
を
持
っ
て
生
活
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

　

作
業
中
に
出
会
っ
た
地

な
方
④
妊
婦
に
限
定
さ
れ

ま
す
。

　

発
生
届
対
象
者
は
、
従

来
通
り
、
届
出
の
情
報
に

基
づ
き
、
保
健
所
か
ら
の

電
話
連
絡
が
あ
り
療
養
区

分
が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

対
象
外
の
人
に
つ
い
て
は

保
健
所
か
ら
の
連
絡
が
な

く
な
る
た
め
、
検
査
時
に

渡
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
確
認

の
上
、
本
人
が
県
や
市
町

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情

報
登
録
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
）

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
国
保
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
組
合
員
に
対

す
る
支
援
策
と
し
て
、
国

保
保
険
料
の
減
免
措
置
と

発
生
届
対
象
者
が
限
定

支
援
対
象
者
の
縮
小
を
懸
念

傷
病
手
当
金
の
支
給
を
組

合
員
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

全
数
届
出
の
見
直
し
に
よ

り
、
感
染
者
へ
の
療
養
証

明
書
の
発
行
も
限
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
保
保
険
料
減
免
措
置

等
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど

お
り
、
客
観
性
を
保
つ
た

め
療
養
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
。
支
援
対
象
者

の
縮
小
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
国
、
県
の
基
準
に
基

づ
き
運
用
す
る
こ
と
に
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、
南
半
球
で
は
４

月
後
半
か
ら
報
告
数
が
増

加
し
、
例
年
を
超
え
る
レ

ベ
ル
の
患
者
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
北
半
球
で
も
、

入
国
制
限
の
解
除
に
伴
い
、

海
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
が
持

ち
込
ま
れ
る
と
、
南
半
球

同
様
の
流
行
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、
医
療
の
ひ

っ
迫
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
も
既
に
６
月
に
、

２
年
ぶ
り
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
学
年
閉
鎖
が

発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
２
年
間
国

内
で
の
流
行
が
な
か
っ
た

域
の
方
々
か
ら
は
「
あ
り

が
と
う
」
と
声
を
か
け
て

頂
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
よ
か
っ
た
な
と
嬉
し

く
感
じ
、
ほ
っ
と
心
が
温

ま
り
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

す
る
た
び
に
井
原
の
街
や

人
々
の
良
さ
を
痛
感
し
、

井
原
の
こ
と
が
更
に
好
き

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

こ
の
大
好
き
な
井
原
の

街
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
尽
力
し
た
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

６
年
生
を
対
象
に
５
～

６
限
目
を
利
用
し
て
、
銀

行
や
ト
リ
マ
ー
・
美
容
師

な
ど
様
々
な
職
種
の
方
が

参
加
し
て
お
り
、
玉
野
支

部
は
建
設
業
の
職
業
体
験

と
し
て
大
工
職
の
作
業
体

験
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
上
棟
セ
ッ
ト
を
用

意
し
、
各
部
材
を
一
か
ら

組
み
あ
げ
て
い
く
形
式
で

全
て
小
学
生
に
作
業
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

「知らなかった」では通らない
働き方改革学習会受講者募集

【開催日時】�12月８日㈭�
13時30分～15時30分（予定）

【開催場所】�岡山県生涯学習センター視聴覚室�
（岡山市北区伊島町3-1-1）

【講　　師】特定社会保険労務士　楠見　裕美�氏
【対 象 者】�組合員もしくは組合員の事業所勤務

の方
【参 加 料】無料
【定　　員】30人（定員になり次第締切）
【内　　容】�働き方改革に伴う新たな時間外労働

の上限規制について
【申込締切】11月30日㈬
　※申込み手続きは所属支部まで。

俺
の
夢 

大
工

小
学
校
で
大
工
の
職
業
体
験

新型コロナ

一つ一つ丁寧にゴミを取り除く

た
め
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
対
す
る
集
団
免
疫
が

低
下
し
て
お
り
、
一
度
感

染
が
起
こ
る
と
大
流
行
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
ワ
ク
チ
ン
は
、

発
症
予
防
効
果
と
と
も
に

重
症
化
防
止
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
65
歳
以
上
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た
高

齢
者
に
お
い
て
は
、
接
種

し
な
か
っ
た
方
に
比
べ
て

入
院
と
な
る
重
症
患
者
数

が
抑
制
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

症
も
続
い
て
い
る
中
で
、

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
る

疾
患
に
つ
い
て
は
で
き
る

だ
け
接
種
を
行
い
、
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
控

え
る
こ
と
で
医
療
現
場

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。

　

今
季
も
例
年
通
り
、

小
児
、
妊
婦
も
含
め
て

接
種
で
き
な
い
特
別
な

理
由
の
あ
る
方
を
除
き
、

出
来
る
だ
け
多
く
の
方

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
の
積
極
的
な
接

種
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
国
保
で
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
所
属

支
部
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

インフルエンザインフルエンザ

大流行のおそれも大流行のおそれも
発症予防と重症化防止発症予防と重症化防止

　

例
年
１
限
の
児
童
が
10

人
程
度
で
す
が
、
希
望
者

が
多
く
１
限
目
が
15
人
、

２
限
目
が
12
人
と
予
定
よ

り
多
く
の
児
童
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

始
業
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴

り
、
簡
単
な
挨
拶
に
続
き

作
業
の
説
明
後
、
２
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
。

６
年
生
だ
け
あ
っ
て
積
極

的
に
作
業
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　

約
45
分
で
無
事
に
完
成

し
、
み
ん
な
で
大
工
道
具

を
手
に
記
念
撮
影
。
最
後

の
挨
拶
で
「
み
ん
な
楽
し

か
っ
た
で
す
か
？
良
か
っ

た
ら
将
来
建
築
に
関
わ
る

仕
事
に
就
い
て
く
だ
さ

い
」
と
伝
え
る
と
、
元
気

に
「
は
い
！
」
と
答
え
て

く
れ
る
児
童
が
と
て
も
頼

も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　

作
業
中
に
児
童
か
ら

「
俺
の
夢
、
大
工
」
と
言

わ
れ
「
が
ん
ば
れ
、
未
来

の
職
人
（
組
合
員
）
さ

ん
！
」
と
心
の
中
で
思
い

ま
し
た
。

積極的に取り組む６年生
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西
日
本
、
九
州
は
ほ
と

ん
ど
制
覇
し
た
と
話
し

ま
す
。

　

特
に
旅
先
で
み
ん
な

と
ワ
イ
ワ
イ
お
酒
を
飲

ん
で
い
る
時
間
が
好
き

で
、
一
番
記
憶
に
残
っ

て
い
る
の
は
支
部
の
親

睦
旅
行
で
行
っ
た
高
知

だ
そ
う
で
す
。
天
皇
陛

下
御
用
達
の
ホ
テ
ル

「
城
西
館
」
で
の
宴
会

で
は
美
味
し
い
夕
食
と

お
酒
、
そ
し
て
仲
間
と

の
会
話
を
存
分
に
楽
し

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
族
で
の
旅

行
も
楽
し
み
に
し
て
お

り
、
現
在
25
歳
の
お
子

さ
ん
が
20
歳
に
な
る
ま

で
の
約
20
年
間
は
、
毎

年
お
盆
に
い
く
家
族
旅

行
が
恒
例
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

　

末
澤
さ
ん
は
「
お
酒

の
席
で
す
る
く
だ
ら
な

い
会
話
も
人
間
関

係
を
深
め
る
上
で

大
切
。
失
敗
談
と

し
て
、
博
多
で
ぼ

っ
た
く
ら
れ
た
こ

と
も
今
で
は
笑
い

話
と
し
て
い
い
ネ

タ
に
な
っ
た
。
ま

た
以
前
の
様
に
み

ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ

楽
し
め
る
時
期
が

来
れ
ば
よ
い
な
」

と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

で
す
。
甘
口
の
醤
油
で
、

煮
物
に
使
っ
て
も
卵
か
け

ご
は
ん
に
か
け
て
も
何
で

も
お
い
し
く
頂
け
ま
す
。

主
人
は
す
っ
か
り
醤
油
の

魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
あ
ま
り
料
理
を

し
な
か
っ
た
主
人
が
料
理

に
目
覚
め
、
自
分
で
豚
の

角
煮
、
牛
筋
煮
込
み
な
ど

の
醤
油
を
使
っ
た
料
理
を
、

時
間
が
あ
る
時
に
色
々
と

作
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

職
人
と
い
う
仕
事
柄
の

290

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

仲間との会話楽しむ
年１回は家族でも旅行へ

小田支部 末澤常男さん（鉄骨工・65歳）

　

子
供
の
頃
か
ら
鉄
骨
工

の
父
の
手
伝
い
を
し
て
い

た
末
澤
さ
ん
。
一
般
企
業

に
就
職
す
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
大
学
時
代
所
属
し

て
い
た
溶
接
の
研
究
室
の

先
生
の
勧
め
で
父
の
元
で

働
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

父
が
65
歳
で
他
界
し
、

末
澤
さ
ん
が
37
歳
の
時
に

後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
慣
れ
な
い
こ
と

も
多
く
苦
労
し
た
と
い
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
楽
し

ん
で
い
た
の
が
旅
行
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
流
行
す
る
前
は

年
3
回
は
旅
行
に
行
き
、

玉島支部
板野　育美

　

５
年
ほ
ど
前
に
友
人
か

ら
「
お
い
し
い
よ
」
と
言

わ
れ
、
浅
口
市
寄
島
に
あ

る
「
道
広
醤
油
店
」
の
醤

油
を
頂
き
ま
し
た
。
今
ま

で
「
醤
油
な
ん
か
ど
れ
も

一
緒
だ
」
と
言
っ
て
い
た

主
人
で
し
た
が
、
刺
身
な

ど
に
か
け
て
食
べ
て
み
る

と
「
う
ま
い
っ
」
と
驚
き
、

新
し
い
こ
の
醤
油
に
切
り

替
え
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
ず
っ
と
、

我
が
家
の
醤
油
は
道
広
醤

油
店
の
「
マ
ル
ツ
」
一
筋

「マルツ」を使ったブリの照り焼き

せ
い
か
ら
か
、
コ
ク
が
出

る
よ
う
に
砂
糖
は
三
温
糖

を
使
用
す
る
な
ど
、
自
分

な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
味

付
け
で
作
っ
て
み
て
は
食

べ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
豚

の
角
煮
や
煮

物
の
味
付
け

は
、
醤
油
、

み
り
ん
、
酒

を
１
：
１
：

１
で
入
れ
る

と
一
番
う
ま

く
で
き
た
よ

う
で
す
。

令和５年度職業訓練生（建築施行系・木造建築科）募集
　２年間の訓練修了後、資格取得への近道となるメリットがあります
【訓練期間】２年間（毎週土曜日と毎月第３水曜日）
【訓 練 費】組合員：月額3,000円
【訓練場所】倉敷校（倉敷支部内）／岡山校（岡山支部内）
　　　　　　※入校希望者の状況を鑑み決定します
　※詳細は所属支部へ問い合わせてください

宴席でみんなと楽しむ末澤さん（写真左）

　

ど
の
料
理
も
と
て
も

お
い
し
く
作
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な

料
理
に
挑
戦
し
て
作
っ

て
く
れ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

フルハーネス型安全帯使用
特別教育実施のお知らせ
　新型コロナ予防対策として、マスクの着
用をお願いします。また、当日の検温で発
熱がある場合は受講をお断りします。
【開催日時】�令和４年12月18日（日）

９時00分～16時40分
※受付時間　８時30分～

【開催場所】�組合本部
【受講要件】�組合員または、組合員外で

あっても事業主が組合員で
あれば受講可能

【受 講 料】組 合 員：2,000円
組合員外：3,000円

【定　　員】30人
【締 切 日】令和４年12月９日（金）
　※定員になり次第締切
　※�詳細は、所属支部へ問い合わせてく
ださい

　

９
月
号
に
掲
載
し
た

「
７
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が

し
」
の
正
解
発
表
で
す
。

応
募
１
１
０
通
の
う
ち
、

メ
ー
ル
で
の
応
募
は
20
件

で
し
た
。
な
お
、
当
選
者

の
発
表
は
景
品
の
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。
今
後
も
み
な
さ
ん

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
ご
応

募
や
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

応募者の声
◎�コラム「ますかっと」を読みました。社会人として、言葉遣い、
挨拶などお互い気をつけなければと思いました。

◎�初めて拝読。いろんな話題があって興味深く読ませてもらいました。
◎�技能講習を受けて、資格を若いころに取っていればよかったと悔
やんでいます。色々な情報を得ています。

◎�皆様の活躍ぶりや若い方々が育っていることを嬉しく思います。
◎�従業員の資格取得にとても役立っております。ありがとうござい
ます。

りんごあぬ

正
解
発
表

30
人
に
ク
オ
カ
ー
ド

まちがい
さがし

７つの

第３回「建労岡山写真展」作品募集
【対象作品】�①�組合員自らが製作し撮影した

もの
�②�製作した作品は組合員の技術
を活かしたもの
③過去に披露したことのないもの
※①から③の要件全てを満たすこと

【提出方法】�所定の申請用紙とＡ４で印刷し
た写真もしくは写真データを添
えて所属支部に提出してくださ
い。

【締　　切】令和５年３月31日（本部必着）
【参 加 賞】クオカード3,000円分
【備　　考】�①応募作品は本部定期大会で展

示します。応募写真は原則返却
しません（返却希望分のみ返却）
�②応募作品数は応募順で40作品
程度の予定です。

　※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

醤
油
の
力
に
魅
せ
ら
れ
て

料
理
に
目
覚
め
た
主
人
　

〈
県　

内
〉

２
日　

四
役
会
議

４
日

　
労
組
・
国
保
会
計
監
査

８
日

　

税
対
担
当
者
会
議

９
日

　

改
正
民
法
等
学
習
会

10
日　

16
日

　

財
政
担
当
者
会
議

18
日

　

団
体
検
査
員
講
習

21
日

　

職
訓
協
会
理
事
会

　

運
営
委
員
会

22
日

　

�

会
館
建
設
検
討
委
員

会
24
日　

執
行
委
員
会

26
～
27
日

　

�

増
改
築
相
談
員
更
新

研
修
会

〈
県　

外
〉

17
日　

中
執
会
議

18
日

　

�

予
算
要
求
総
決
起
大

会
20
日
～
21
日

　

�

全
国
青
協
幹
部
会
議

（
豊
橋
）

25
日　

　

★�

税
金
活
動
者
会
議

※�

★
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
状
況
に

よ
り
、
予
定
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。


